
海岸の国際環境認証 
「ブルーフラッグ」 

 〜湘南海岸での日本初の認証取得を目指して〜  

ＮＰＯ法人日本景観フォーラム  
第42回景観セミナー 

 

２０１4年5月14日 

NPO法人 湘南ビジョン研究所 理事長 片山清宏 



内容 

１ 私の思い 

２ 湘南の景観づくり 

３ 湘南都市構想2022 

４ ブルーフラッグ 



１ 私の思い 







地域主権社会の実現 
 

～ 地域のリーダーシップで日本を変える ～ 

私の志 





海を活かしたまちづくり 



２ 湘南の景観づくり 



神奈川県の景観づくり 
県景観条例に基づく 

景観基本方針  



湘南景観域 

● 相模湾の砂浜海岸と、 
    その背後の斜面緑地 
 
● 江戸時代の東海道 
  （現在も鉄道や道路） 
 
● 明治中期より別荘地・保養地 （閑静な住宅街） 

● 湘南海岸のマリンスポーツ 



なぎさ軸 広域景観構想(2009年） 

● 美しく風格のある 
  世界に開かれた誇れる 
    景観を保全創造 
 
● 神奈川県、沿岸14市町 
         
● 景観行政団体である「市町」が、 
  公共施設管理者である「県」と、 
  景観法に基づく景観重要公共施設の 
  指定に係わる協議を行う  



景観重要公共施設 （2013年4月〜） 

専用許可基準 



片瀬漁港 



湘南港 



県立湘南海岸公園 



国道134号 



海岸 



湘南邸園文化再生 

明治期の別荘・保養地 
文化の発信・蓄積 





ふじさわ景観ベストテン 

●市制70周年 
 
●市内外690件応募 
 
●審査会で選考 
 















NPO法人 
湘南ビジョン研究所 



３ 湘南都構想2022 



10年後のまちづくりビジョンを 
市民自らの手でつくる 
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湘南都市構想2022 



        湘南らしさ 

      市民主体 

        広域連携 

３つの特長 



湘南の海を考えるミニフォーラム 





策定会議 



湘南９市町の広域連携 



２４本のプロジェクト 



なぎさ構想 

２４のプロジェクトを網羅する取組 



湘南の広域的課題を解決する 

 津波避難タワー、ライフセーバーの拠点 
 サイクリングロードのステーション、シーバスの駅 

防災 
交通 

       湘南のポテンシャルを活かした活力創出 
観光 
産業 

 湘南の新鮮な魚介類、農産物の直売所 
 おみやげ店、観光名所 （通年観光）      

観光 
産業 

 へルスツーリズム 
 災害時救急医療専用道路 

 海の学校 （環境教育） 
 湘南マリンスポーツアカデミー 

教育 
スポーツ 

医療 
福祉 



４ ブルーフラッグ 



環境 

防災 経済 

自然・文化 

津波・放射能 観光・漁業 

理想の湘南海岸 



協力し活動できる環境が必要 

環境×経済×防災は、利益相反 

各団体がバラバラに活動 

一つの目標が必要！ 

「海岸ゴミ問題」 から 「地域政策」へ 



ブルーフラッグ 

藤沢の海岸から日本初の取得目指す！ 
 

http://www.feejapan.org/index.htm


 

○大腸菌等に関する水質基準の定期調査 

○産業排水や下水の排出規制 

○汚染に対処する地域緊急計画策定 

○海草や他の植物の堆積や腐敗対策 

 

水質 
 

○ ビーチの安全上の警告体制の整備 

○希少保護対象動植物保護の事前協議 

○海岸環境に関する認識向上教育活動 

○関係者への海岸環境の情報提供 

 

 

環境教育と情報 

 

○海岸地域計画や環境に関する法律順守 

○遊泳、マリンスポーツ等、海岸利用の 

  ニーズの調整及びゾーニング 

○ビーチへのアクセスのバリアフリー化 

○トイレ設備の設置及び管理 

○ごみ箱の設置及び管理 

○適切なビーチの清掃 

○持続可能な方法での交通手段 

環境マネジメント  

○夏期シーズン中のライフガードの配置
及び適切な緊急時対策 

○ビーチ内の工事現場や廃屋への進入
規制。建造物の景観配慮 

○救急施設の設置とその位置の明示 

○公害の安全性に関するリスクに対処す
る ための緊急対策計画の整備 

○ビーチ地域のパトロール 

  

安全性とサービス 

認証基準（３０項目） 



景観に関わる基準 

基準24：建物とビーチの設備が適切に維持管理されている 
  
 

○BF対象ビーチにある建物や建造物の外観は全体の景観に配慮されるこ
と。周辺環境と調和し、建築基準を守り、周辺環境等と調和されること。 
  

○当該設備には、遊び場や桟橋などの他の基準で扱われていない施設や
サービスを含む。当該設備は安全に使用されるよう定期的に保守点検され
ること。その際には、設備の清潔性、設備の劣化状況、設備や建物におけ
る塗料等の材料による環境影響、設備の故障のリスク等についても考慮さ
れること。修理される場合には可能な限り環境に優しい製品を使用すること。 
  

○建設作業等を行う際にはビーチ利用者が建設現場に入れないよう塀
で囲うこと。BFシーズン中に建設作業を行う場合、当該期間中を通じて
BF基準が満たされること。また、当該建設がBF対象ビーチの利用者に影
響を与えないこと。  



効果 

 

  目標の明確化、 地域の一体感 
 

 

 

 

 観光客の増加、地域活性化 
 

 

 

 

 郷土愛の醸成、人材育成 
 

 

 

 

 国の規制の明確化 
 

 















河川の水質調査 

放射線測定 



環境教育 



ワールドオーシャンズデイ 



鵠沼海岸チャンネル 

メディアの活用 

フリーペーパー 
「読む湘南」 



将来展望 



将来展望 

① 日本をリードする地域づくり 
    「湘南都市構想2022」を実現 
 

② 日本全国への波及 
    成功モデルで、一点突破、全面展開 
 

③ 地域から日本を再生！ 
      

「地域主権社会の実現」 



湘南海岸の美しい景観を 
            次世代へ  



ご清聴ありがとうございました。 


